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できるんじゃないかと。 

 あと、これから住宅なんかも傷むわけですよ

ね。だけど、お年寄りだけの世帯なんか新しく

なんか、なかなかそんなお金ないと。だったら、

首都圏とか都会に行った子供たちが、じゃあ、

何か直す、冬で傷むだろうから、５万円の、何

ていうんですかね、整備費みたいな、そういう

ものを地元でやってもらえれば、ふるさと納税

の返礼品になるんじゃないかと。そういうもの

みんなで声かけて、少しずつ、それこそ２万円、

３万円の積み重ねだけども、そういうふうにし

て、その本人たちも助かるし、市に半分は来ま

すから、その財源でより充実したきめ細かなサ

ービス向上できるんじゃないかと、声を上げて、

今各課で検討してもらっています。 

 ただ、総務省の縛りもあって、あとそれを実

際商品化して広めていくには半年やそこらじゃ

無理なんで、１年、２年かかりますけども、こ

ういうふうにして地道なことをやっていくしか

ないかなと考えていますので、ぜひより充実す

るための提言など、大変私どもとしてはありが

たいと思っていますので、お寄せいただければ

と思います。長くなってすみません。 

○内谷邦彦議長 15番、今泉春江議員。 

○１５番 今泉春江議員 質問外でしたけども、

ご答弁いただきまして、ぜひ力を入れて、私た

ちも何かいいアイデアがないかなと、いつもい

ろんな全国の事例なども見させていただいて、

ぜひそういうものを広めていただければなと思

っておりますので、市庁舎建設などでとおっし

ゃいましたけども、これはみんな、本当に公共

施設建設は市民のために貢献したものだと思い

ます。それが負担というか、財政を圧迫してい

るということは事実ですけども、やはり市民に

貢献したものですから、それを否定することは

ありませんので、ぜひ市民に還元するという意

味で頑張っていただければなと思っております。 

 国でも、重点支援交付金というんですかね、

増額してというか、そういうふうに高市首相も

言っておりますので、ちょっと大きな金額が来

ることを期待しておりますけども、その中で、

いろいろ要望しています、先ほど市長もおっし

ゃいました補聴器とか、そういうものなどにも

使わせていただければなと。給食費まではちょ

っと難しいかなと思いますけども、そういう点

も含めていろいろと考えて市民のために貢献し

ていただければなと思っておりますので、また

よろしくお願いいたしたいと思います。 

 ありがとうございます。質問を終わります。 

○内谷邦彦議長 ここで暫時休憩いたします。再

開は午後１時とします。 

 

 

   午後 ０時０１分 休憩 

   午後 １時００分 再開 

 

 

○内谷邦彦議長 休憩前に復し、会議を再開いた

します。 

 市政一般に関する質問を続行します。 

 

 

 梅津善之議員の質問 

 

 

○内谷邦彦議長 順位８番、議席番号14番、梅津

善之議員。 

○１４番 梅津善之議員 お疲れさまでございま

す。12月定例会、最後の質問になりました。い

ましばらくお付き合いいただきたいと思います

ので、よろしくお願いしたいと思います。 

 私からは、まず１点目、今年度開催されまし

た長井マラソン大会についてということで、１

点目の質問から入らせていただきます。 

 今年から白つつじマラソンがなくなって、長

井マラソン大会の中で、ハーフ、フルマラソン
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コースとともに、１キロコース、２キロコース、

4.2195キロと、新しく新設されたコースがマラ

ソン大会の中で開催されました。参加者の状況、

さらには、運営自体の課題などあれば、健康ス

ポーツ課長からお願いしたいと思います。 

○内谷邦彦議長 菊地千賀健康スポーツ課長。 

○菊地千賀健康スポーツ課長 お答えします。 

 今年度の大会から、春に開催していた白つつ

じマラソンと長井マラソンを一体的に運営し、

これまでのフルとハーフの種目に新たに短距離

種目を加え、リニューアルした大会で10月に開

催しました。また、年齢や性別などの枠にとら

われない形で参加できるよう、新たに短い距離

のランニングやファミリーで参加できる種目を

設定し、市民がスポーツ参加への興味、関心を

持ち、スポーツを通じた健康づくりの充実を図

ることができるような大会となるように実施し

たところでございます。 

 参加者数は、総数で昨年大会の682人を上回

る1,062人となっております。出場種目別には、

フルマラソンは724人、ハーフマラソンが205人、

約４キロのファンランは35人、２キロのエンジ

ョイランは33人、１キロのファミリーランは65

人でした。 

 大会運営につきましては、長井マラソン実行

委員会を組織し、実行委員会の構成団体、市職

員、市スポーツ協会、陸上競技協会、交通安全

協会などを中心に、中高生のボランティアにも

協力をいただいております。 

 出場された方の声としては、ランナーサービ

スの充実などを受け、申込サイトのレビューや

参加者アンケートの結果からは、満足度が昨年

を上回る87.3点が出ております。100点をつけ

てくださった参加者からは、初参加でスタート

前からフィニッシュ後までストレスを全く感じ

ませんでした。適切な参加人数、走りやすいコ

ース、こなれた大会運営、地元の皆様の応援、

タンザニア選手団との交流、どれを取っても

100点満点です。まさに奇跡のような大会、ま

た参加しますなどの声がありました。褒めてい

ただいた部分は来年度も継続できるようにして

まいります。 

 来年度に向けての課題につきましては、来年

２月に第３回長井マラソン実行委員会で協議し

ていく予定でおります。 

 なお、今年度から短距離３種目を増やした大

会となりましたが、フィールド内で同時のスタ

ートでしたので、北に向かうエンジョイラン、

南に向かうファンラン、フィールド内を走るフ

ァミリーランの分岐点でうまくランナーを誘導

できないことなど至らぬところがありましたが、

今後のコースの見直しと、どのようにすれば市

民の参加が増えていくのか、また、沿道の応援

してくださる方が増えるのか、検討してまいり

ます。 

○内谷邦彦議長 14番、梅津善之議員。 

○１４番 梅津善之議員 評価も大変よかったと

いう話でございますし、私が今回すごく気にな

ったのは、１キロ、２キロ、4.2195キロのコー

スが新設されたところでございます。当日、交

通安全協会の立場で置賜生涯学習プラザ西側の

十字路に立たせていただいておりました。業者

の方といいますか、誘導員の方も、警察の方も

時折見えられて指示をいただいたところでござ

いますけども、それぞれ多くの方が携わられて

大会が開催されたものと思いますし、ボランテ

ィアの方であったり、陸上競技協会の方、中学

生や高校生のボランティアの方、その他の方々

が多く参加されて、もちろん市役所の職員も含

めてご苦労だったなと思っておりますし、参加

された方の声がよかったというのが非常にほっ

とするところでございますが、誘導員の方が、

右折、左折、たまたま私がいたところがそうい

うところだったからかもしれませんが、選手の

方は何で右からいらっしゃるのかなという話を

私にされても、私も困るなと思ったんですけど
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も、段取りの段階で何回か打合せ等をしていた

だいていると思いますけども、大本の団体の方

の打合せの中に、誘導員の方に細かく誘導でき

るような指示を、末端まで行くような案内など

があればよかったのではないかと私は思ったと

ころでございます。 

 事故等がないような大会運営を目指していた

だきたいところでございますし、10月の土曜日、

日曜日というのは各地区の催物であったり、防

災訓練やら戦没者追悼式と、毎週のように土曜

日、日曜日に日程入っている中で、職員の方も

相当苦労されて段取りされているような姿をお

見受けするに当たり、前もっての段取りが全て

でないかなと私自身は思っております。 

 ２番目の質問でございますが、事前の打合せ

等々の中で、交差点の交通整理の課題や大会関

係者の協力者も、それを業務委託している業者

の方々の役割など、注意事項などを詳細に説明

して地図等でも案内できるような体制があれば、

スムーズな運営ができるのではないかなと思っ

たところでございます。 

 その次の週ですね、高校駅伝の大会がありま

した。そこには、一つ一つの交差点に、例えば、

これは、一生懸命走っている人が何時から何時

まで何区の人が何時頃通るという詳細に書かれ

た地図に、こう誘導してくださいみたいなこと

がそれぞれの交通安全協会の人にも渡されてお

りましたので、非常に見づらく分かりづらかっ

たんですけども、これもあれば大変ありがたい

ななんていうことを私自身も思ったところでご

ざいますので、２番目の質問について、注意事

項などを詳細にできればなと思ったので、発言

させていただきました。その辺について課長の

お考えをお聞きしたいと思います。 

○内谷邦彦議長 菊地千賀健康スポーツ課長。 

○菊地千賀健康スポーツ課長 ２回にわたる実行

委員会を開催し、委員の皆様からご要望やご意

見、ご指摘をいただき、情報を共有させていた

だいたところです。大会の実施に当たっては、

誘導員配置の計画を警察署に申請し、許可が出

た後、警察署と所管課と数回の協議を行ってお

ります。 

 交差点の交通整理は警察署員となり、誘導員

は、配置計画に基づき各地区の交通安全協会の

支部長様を通じて、当日、担当される方にお願

いしていただくことになります。また、委託し

ている警備会社は、113名の配置箇所において

警備業務に当たり、交通誘導、ランナー、歩行

者の安全確保を担っていただいたところです。

平野地区には、特にコースが増えておりますの

で、今年度は配慮が足りない部分でありました

が、来年度は、配置計画に加えて、交差点など

個別箇所の対応について担当スタッフにマニュ

アルを配付するなど、誘導方法の徹底に努めて

まいります。 

○内谷邦彦議長 14番、梅津善之議員。 

○１４番 梅津善之議員 ぜひそのようにお願い

したいと思いますし、誰が誘導員でそこに来る

か分からなくて、毎年同じ人が来るわけではな

いと思いますので、ぜひそういうふうなマニュ

アルも一緒にあって、１キロとか４キロ、２キ

ロですか、それぞれコースが新たに設定された

と思いますので、その辺も含めて徹底してやっ

ていただきたいものだなと思って発言をさせて

いただきました。 

 さらには、非常にいい感想がいっぱいＲＵＮ

ＮＥＴに載っているんですよね。市民の方の応

援がうれしかったとか、アットホームな雰囲気

の中で思い出に残るレースができたとか、初心

者の方にもすごくありがたかったとか、途中に

ある、エイドステーションというんですね、水

とか何か食べ物があるところにはシャインマス

カット等があって、大変おいしかったと。さら

には、ゴールした後には芋煮とおにぎりが大変

おいしかったとか、非常にいい感想等が載って

おります。これはぜひ大事にしていただきたい



 

―８９― 

ものだと思いますし、その後も、昨日の鈴木富

美子議員からもございましたが、せっかく長井

市に来ていただいたということでありますので、

関係・交流人口にも寄与している事業だと思っ

ておりますので、市民の方にもいま一度理解い

ただけるようなマラソン大会になっていただき

たいなと思います。 

 私、何年か前に、地元のミニデイサービスに

講師として呼ばれたときに、何もそんな大きな

ことを申し上げるときではなかったんですけど

も、マラソン大会の当日のプラザの前の通行止

めをやめてくださいとかって言う高齢者の方が

いて、非常に私も、そんなこと言われてもと思

いましたけども、ぜひ市民に理解されるような

大会であってほしいと思いますし、見る限りは、

本当に沿道の応援がうれしかったという声が多

くの方から寄せられている現状を見ると、非常

にいいんだなと思いながらも、市民も選手の方

にも喜んでもらえるような大会にしていただき

たいということで思ったところです。市民への

周知、もちろん市報等であると思いますけども、

そのほかにもいろんな形で周知されていると思

いますが、市民からも喜んでいただけるような

大会になってほしいと思うもので、発言させて

いただきました。 

 来年度もこのような形になるかどうかですけ

ども、いろいろ検討されていると思いますが、

ぜひ課題などをもう一回整理していただいて来

年度に向けて取り組んでいただきたいと思いま

すが、課長からは、特に来年度の課題をもう一

度お願いしたいと思いますが、よろしいですか。 

○内谷邦彦議長 菊地千賀健康スポーツ課長。 

○菊地千賀健康スポーツ課長 お答えいたします。 

 今回の大会は、参加者数が1,000人を超える

大会となりましたが、短距離部分の市民の大会

への参加が少ないため、大会の盛り上がりに欠

けるようなところがあったように思っておりま

す。また、これまでにはないコース上の交通渋

滞や駐車場の不足を確認したところでございま

す。 

 今年度は、リニューアルから初めての大会だ

ったということもあり、課題も多く、来年度以

降、改善が必要な点を確認することができまし

た。例えば交通渋滞であれば、手前で、この先、

渋滞がありますとか、この先、迂回路ありとか、

そういった事前告知によって多少の渋滞は回避

できるのかなと思っております。駐車場につい

ては、事前に駐車場利用者を把握することで必

要な台数分を準備することが可能ですし、駐車

場を割り振ることもできると思います。 

 まず、安心・安全で多くの市民の方々に参加

していただき、満足度の高い大会運営を行うた

め、多くのランナーが参加する山形市、米沢市、

あとは寒河江市などの大会運営についてのノウ

ハウをお聞きしながら、開催規模に即した対応

の検討を行ってまいります。また、国内外から

招待選手を招聘してきた経過もあり、海外から

の一般申込みも増えつつあります。競技面、国

際交流の双方から、長井マラソンのさらなる認

知度向上を図ってまいりたいと思っております。 

○内谷邦彦議長 14番、梅津善之議員。 

○１４番 梅津善之議員 招待選手も含めて盛り

上がりを持ってやりたいなと私も思っておりま

すし、市民の参加というのも含めてもう少しあ

ればというような思いでもあります。 

 大会の運営にも、多くの職員の方、ボランテ

ィアの方であったり、もちろん警察や交通安全

協会の方、たくさんの方が携われていて、その

方々が大会を支えていらっしゃるんだなという

ことを十分認識するところでございますし、せ

っかく長井においでいただいたのであれば、長

井を満喫して帰っていただきたいという思いが

私自身もありますし、それが市民に還元される

ようなイベントであってほしいと思っておりま

す。 

 これから長井マラソンを充実したものにして
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いくためにも、事前の打合せであったり、市民

へのＰＲなど、マラソンでつながる交流なども

含めて長井市が活性化できるような大会であっ

てほしいと願うものでありますので、ぜひ市長

からは、市民もマラソンに来ていただいた方も

よかったと言っていただけるような大会にして

いただきたいと思いますので、その辺も含めた

交流人口の拡大等も含めてお考えをお聞きした

いと思います。 

○内谷邦彦議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 梅津議員からは、長井マラソン

をより充実して、市民の参加も含めて市民みん

なで楽しめる大会にというようなご提案をいた

だきました。ありがとうございます。 

 長井の場合は、フルマラソンを、前議員とい

うか、元議員の蒲生光男議員、元議長が仲間と

共に提唱されて、トライアスロン、それから長

井マラソン、県内で先駆けてやってこられまし

た。そして長井マラソン大会は、もう三十五、

六回になるわけですけども、今から大体10年前

ぐらいに、なかなかみんな高齢化になって自分

たちだけでできないので、市のほうにも協力の

依頼があり、以降、五、六年前からは長井市が

主体となってやってきたわけでございます。 

 一方で、白つつじマラソン大会については、

これは春やってきたということで、課長のほう

から、今年から一緒になったということなんで

すが、実は白つつじマラソン大会はコロナのと

きから開催はやめておりまして、コロナの影響

などもあって、町なかをファミリーランしたり

とか、いろいろな試みをしていただきました。

今回は、長井マラソン大会の中に白つつじ市民

マラソン大会の要素も入れてということで、今

年に限ったわけじゃないですが、二、三年いろ

いろ模索いただいたんですが、議員の感想って

いいますか、ご意見でもあったように、少し市

民の参加が少な過ぎたと、数十名ですね、三つ

のコース合わせて100人ぐらいですから、ちょ

っとこの辺のところを改善しなきゃいけないん

じゃないかなというのが課題でございます。 

 それで、多分13年か14年前ぐらいに、もっと

前かな、16年ぐらい前に、当時の体育協会、陸

上競技協会の皆様などを中心に、吉田先生って

いいますかね、吉田会長などからも音頭取って

いただいて、駅伝の高校駅伝のまずは東北大会

を誘致いただいたんですね。これ２年に１回で

ございました。当時は岩手の大船渡市と長井市、

交互だったんですね。 

 長井は、その当時、陸上競技場なくて、陸上

競技場も造ってもらえたらななんていうことで、

その後、造ったりもして、それに加えて、今度、

長井のコースが非常に安全だと、それだけボラ

ンティアの人とか警察もきちっと管理していた

だいているんで、今度は高校の山形県の駅伝が

毎年あるんですね。そこに白つつじマラソン大

会ということで、ちょっとなかなか大変じゃな

いというような警察からのお話、どうあったか、

私、直接聞いてないんですが、そんなことから、

一本化したほうがむしろいいんじゃないかとい

うことで、コロナを機に、その後いろいろ模索

してきました。 

 まだ今後どうするかは、先ほど菊地課長から

あったように、例えば市民マラソンで考えた場

合、規模が違うわけですね。うちは今年100人、

あと、マラソンとハーフに出た人も含めて多分

二、三百人ぐらいだと思うんですが、ほかのと

ころは、東根のさくらんぼマラソン大会に至っ

ては、もう一万四、五千人ですよね。あと、つ

い最近から始めた山形まるごとマラソンだって、

もう六、七千人とか、あと、寒河江とか、この

辺もそうですよね。白鷹とか飯豊より実はぐっ

と少ないわけです、長井のマラソン。それでマ

ラソンのまちだって言っても、やはりなかなか

盛り上がらないだろうと。 

 だから今回は、地方創生の制度を活用して長

井マラソンも今年から３年間でいろいろ充実さ
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せようということで、テレビＣＭのスポットな

ども、市民に知ってもらおうと、県民ももちろ

んですが、そんなこととか、あとは、当日、去

年まではかなりドライバーの人に怒られたんだ

そうですよ。誘導員なんかしていると、何だ、

何やってんだみたいな、止めると。 

 それで、事前告知とか、あと、いついつあり

ますよということを事前にテレビＣＭとかいろ

んなツールでやったんですが、そういうことと、

あとは、梅津議員にも大変失礼いたしましたけ

れども、新たに地区の交通安全協会の役員とし

て関わっていただく人も多いわけで、そういっ

た方々に対するきめ細かな配慮が足りなかった

というか、ご協力いただくわけですから、ボラ

ンティアでね。ですから、その辺のところを振

り返りながら来年はよりよい大会にしたいと思

いますが、置賜生涯学習プラザで、フルマラソ

ンとハーフマラソンした上に、市民ランはちょ

っと難しいんじゃないかと。 

 したがって、全く違うコースを同じ日にする

か、もしくは、警察のほうにご協力いただいて、

違う時期に市民向けのマラソンを、できれば最

初は3,000人ぐらいからスタートして、少なく

とも五、六千人ぐらいの規模でマラソンをやっ

たり、あとは、駅伝も、これできるかどうかで

すが、各コミセン対抗の駅伝とか、そういうの

も面白いんじゃないかなと思っていますが、こ

の辺はグラウンドだけでは完結しないので、道

路をご協力いただくとしたら、幅広いボランテ

ィアの皆さん、陸上競技協会の皆さんのご協力

と警察の協力も必要なので、ここのところは、

ぜひ来年度あたり充実させるように考えていき

たいと思いますので、引き続きご助言などいた

だければと思います。 

 なお、何年前ですかね、４年前にタンザニア

のイカンガー選手からは、ぜひ長井マラソンを

国際マラソンにしてほしいと言われたんですが、

まずはスポンサーつけなきゃいけないので、こ

れは大変な作業ですので、その辺も目標には掲

げていますが、いずれ絞ってやっていきたいと

思います。どうぞよろしくお願いします。あり

がとうございました。 

○内谷邦彦議長 14番、梅津善之議員。 

○１４番 梅津善之議員 山積するというか、い

ろんな課題が実施したことによってあったと思

いますので、ぜひそれを来年に生かしていただ

ければなと思っております。 

 私、一つうれしかったのは、変なおじさんに

声かけられたななんていうコメントは載ってな

いんですけども、交通安全協会の格好をしなが

ら、走っている方々の中に、縫いぐるみを着て

いらっしゃる人とか、ナースの格好した、多分、

男性かどうか分からない、速いですよね、スピ

ードがあって。 

 あとは、ばか殿の格好をした方であるとか、

ドラえもんの縫いぐるみを着て、カメラという

か、スマホを向けると、挨拶をというか、相手

も喜んでいただいてるというか、楽しみながら

皆さんお見えになって来てらっしゃるんだなと

いうことを一つは感じますし、応援するほうで

も、ああいう方々がいるというのは楽しいなと

思っておりましたし、真面目に記録を持って頑

張ろうって一生懸命走ってらっしゃる方々も当

然いらしたわけで、そういう方々の幅広い参加

が市民にも納得いただけるというか、喜んでい

ただけるような催しではないかなと思っており

ますので、安全で楽しい、それも市民にも理解

されるような今後大会になっていただきたいと

思っておりますので、ぜひよろしくお願いした

いと思います。ありがとうございました。 

 続きまして、２問目の質問に移らせていただ

きたいと思います。 

 11月の14日でした。長井市の学校教育研究所

による学校研究発表会ということで、私、文教

常任委員でありましたので、豊田小学校のほう

に参加させていただきました。久しぶりのとい
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うか、毎年やっていると思いますが、なかなか

参加できなくて、たまたま既にいつもより早く

稲刈りも私、終わっておりましたので、存分に

時間を使わせていただいて参加させていただき

ました。 

 すばらしいなと思ったことがありました。ま

ず、校長先生、当時、私、お世話になっている

頃まだ平野小学校の教頭先生だった渡部校長先

生がご挨拶の中で、自分で考え、自分で決めて

表現する子どもたちを育てていくんだという、

そもそも私たちが学校で習っていたときとは全

然違うなということをすごく感じましたし、何

年か前にも中学校の発表会に参加したときより

も、さらに、主体は子供で、個々に個別最適な

学びという言葉が耳に残るような挨拶の中で、

一生懸命学校も先生方も変わられているんだな

ということをすごく感じ取った研究発表会だっ

たと思います。 

 校長先生の挨拶をちょっと読ませていただく

と、研究の主題に迫るために、選択、試行錯誤、

振り返りをキーワードに授業づくりに取り組ん

でまいりましたと。主語は子供です。まず試し

てみる、子供たちの考えを聞いて受け止める、

そしてやり直してみる、そうした具体的な行動

の積み重ねを子供たちの試行錯誤する姿と例え、

何ができるか、何ができるようになったかを、

どこでつまずいたかを、次はどうしたいかの視

点で振り返る過程を通して、子供自身が考え、

深まり、学びを自覚して意味づけていく授業を

私たちは目指していますと。 

 全然大昔の教育とは全く違う、みんなで教室

づくりを先生と共にやっていくんだというのを

受け止められることのご挨拶が最初あって、授

業参観というか、みたいな形で先生方がたくさ

んいる中で私も拝見させていただいて、全然長

井市の教育も変わったなんだなということを実

感したところでございました。 

 そのことについて、まず、子供たちの目指す

姿、自分で考え、表現することから始まる学び

ということをどう考えてらっしゃるかも含めて

教育長からお伺いしたいと思います。 

○内谷邦彦議長 土屋正人教育長。 

○土屋正人教育長 まず初めに、文教常任委員の

皆様におかれましては、豊田小学校、それから

伊佐沢小学校の２校で行いました学校研究発表

会に参加いただき、本当にありがとうございま

した。梅津議員、そして勝見議員には、その後

の講演まで聞いていただきました。本当にあり

がとうございます。 

 特に学校とか教育というのは、子供の姿とか

教師の姿とか、それから学校の姿、これらを肌

で感じるというのが非常に大事だなと思います。

そういった肌感を大事にしているということを

考えたときに、今回こうやって見ていただいた

こと、これは貴重な機会だと思います。 

 また、今回参観して感じていただいたこと、

これらを共有し、意見交換しながら、長井の心

を育む教育行政を一緒につくっていく、そのよ

うなことも改めて今のお話からも感じたところ

ですので、これからも、ぜひ稲刈りを調整しつ

つ参加いただければありがたいと思います。 

 さて、豊田小学校では、課題を解決する力を

身につけ、学びを実感できる子供の育成をテー

マに国語と算数の授業、それから伊佐沢小学校

では、外国語活動におけるコミュニケーション

能力の育成、楽しみながら外国語を学ぶをテー

マに、小学校１年生から６年生までの外国語活

動の授業を見ていただいたところです。 

 議員ご案内のとおり、学校研究発表会は毎年

行っております。第３期の長井市教育振興計画

等を踏まえつつ、学校では、それぞれの実態に

応じて目指す子供像を設定しております。しか

し、その根幹にあるのは、今、文部科学省から

示されている生きる力の育成、そして、その生

きる力の知の側面としての学力の育成でありま

す。特にこの学力の育成については、基礎的な
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知識、技能を習得し、それを活用して自分で考

え、判断し、表現する力と、様々な課題に対し

て主体的に学習に取り組む姿、意欲、態度、こ

れを目指しております。豊田小学校でもこれを

踏まえて、特に自分で見通しを立てて、本当に

試行錯誤しながら課題を解決しようとする子供

を目指す子供像を掲げて取り組んできたところ

です。 

 授業と、それから講師の講話から、議員も、

自分の頃の授業と随分違ったと、この戸惑いが

今回のご質問に全て通じているなと思います。

核心は、一斉指導から一人一人への転換であり

ます。実は、この転換は、もう学習指導要領が

変わって10年になりますが、なかなか大変です。

一朝一夕にはいかないなと思います。教師も、

また試行錯誤の連続であります。私たちという

のは、どっちかというと、みんなでそろえて、

それで勉強していくという授業を受け、また、

今の先生、特にベテランの先生は、そういった

そろえるという成功体験で積み重ねてきたのが

今のベテランの先生ですので、その発想を転換

するというのは、これは本当に容易ならざるも

のだなと思います。 

 ただ、今、日本が抱えているこの激動の社会

の中での、一人一人が自分の意思を持って生涯

学んでいくという学びを確立しつつ、そのよう

に自立した個々が、今度この子供たちが確かな

社会をつくっていくそういう人を育てるという

必要があるという、そういった切迫した課題を

持っているところもあります。もちろん、これ、

これまでの授業を否定しているわけではなくて、

読み書き算、この基本的な知識、技能、こうい

った鍛える授業はどうしても必要ですし、大切

だと思います。これらも基本としながら、自分

で課題を見つけ、自分で課題を解決する、この

力を育んでいくことになると思います。これら

の調和の取れた授業をどう仕組んでいくのか、

これは、これまでも、そしてこれからも学校の

先生方はこの課題に向けて挑戦しているところ

であります。 

○内谷邦彦議長 14番、梅津善之議員。 

○１４番 梅津善之議員 変わろうとしている教

育を逃げずにというか、正面から受け止めて校

長先生が先頭に立ってやっている姿というのは、

すごいなと思ったところでございますし、それ

を担任の先生方が一生懸命理解しながら、自分

で授業をつくっていく、みんなでつくるという

んでしょうかね、子供たちと一緒にみんなでつ

くる、先生が一方的に教えるのではなくて、悩

んでいるところに寄り添いながら、一人一人、

個別最適なという言葉のとおりを実践していこ

うとしている姿がすごく見受けらましたし、当

然若い先生方が悩みながら、いろんな題材を取

り出しながら授業をつくっていく姿というのは、

すごいなと感じたところでございますし、それ

を指導教諭の方が教室内で授業が終わった後に

アドバイスしている、まさに適時適切なという

か、それぞれのアドバイスもやはり指導教諭と

いうのは全然違うんだなと思ったところでござ

いますし、子供たちがそれを受け止めながらも

進んでいるというのを実感できた学校研究発表

会だったと思っておりますし、その中で、先生

方に求められている姿、子供たちが自分で学び

をつくっていく力を信じて支えていける存在に

なるという、先生方の、今までは、教壇に立っ

て、いいかって、分かっか、分かんねえかみた

いなんではなくて、子供たちと一緒に進めてい

く、一緒に学んで教室をつくっていく、子供た

ち同士で、分からない子に、どこでつまずいて

いるんだかも含めてお互い教え合っていくみた

いな姿をつくり出していくのに、物すごく大変

なんだろうなと思いながら見ていたところでご

ざいます。 

 先生に求められている姿を実践するに当たり、

教室づくりを先生方が工夫してやっている姿が

非常に感動的だったなと私自身も思っておりま
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すし、先生方が皆さんそうであってほしいなと

思うんですが、その辺の先生の姿について、教

育長はどういうふうに考えているか等、今の現

状も踏まえて教えていただければと思います。 

○内谷邦彦議長 土屋正人教育長。 

○土屋正人教育長 まず、大変褒めていただいて、

ありがとうございます。ぜひ伝えたいと思いま

す。 

 今のご質問ですけども、令和３年度に文部科

学省から、目指す子供と、それから教師の在り

方についての答申が出されております。ちょっ

とこれをご紹介したいと思います。 

 答申の中で、こんなふうに書かれています。

急激に変化する時代の中で育むべき資質、能力

として、一人一人の児童生徒が自分のよさや可

能性を認識するとともに、あらゆる他者を価値

のある存在として尊重し、多様な人々と協働し

ながら様々な社会的変化を乗り越え、豊かな人

生を切り開き、持続可能な社会のつくり手とな

ることができるようにする、これが必要である

と示されております。まさに今これが大事なの

だなと感じております。 

 そして、この学びを担う教師の姿として、次

のように示されております。１つ目、変化を前

向きに受け止め、生涯を通じて学び続ける教師、

２つ目、子供一人一人の学びを最大限に引き出

す役割を果たす教師の姿、そして３つ目は、子

供の主体的な学びを支援する、先ほど議員から

もありました、伴走者としての能力も備えてい

る教師などが示されているところであります。 

 ご質問にもありますように、子供たちが自分

で学びをつくっていく力を信じながら支える存

在になる、それは、これまでの教えてそろえる

指導から、子供一人一人の可能性を引き出す、

伸ばすという伴走者としての教師の在り方につ

いてさらに研修が必要であります。主体的・対

話的で深い学びと言われていますが、これらを

実現するために、豊田小学校はじめ長井市全て

の学校全てにおいてこのような研究がなされて

いるところです。 

 さて、長井市の子供たちの状況についても触

れさせていただきます。 

 今年度の全国学力・学習状況調査で、課題の

解決に向けて自分で考え、自分から取り組んで

いましたかという質問紙があります。これに対

して、当てはまる、どちらかといえば当てはま

ると答えた児童生徒の割合ですけども、県82％、

全国80％に比して、小学校では87.3％、それか

ら中学校では、県78.8％、全国77.6％に比して

89.6％、自分ではそれだけ頑張って前向きに取

り組んでいるよという答えがありました。 

 加えてですが、長井市の学校ですが、学校に

行くのが楽しいと思いますかという質問に対し

て、これも、当てはまる、どちらかといえば当

てはまると答えた児童生徒ですが、小学生、県

で87.1％、全国86.5％に対して89.5％で、昨年

度は86.3％ですので、３ポイント伸びておりま

す。それから中学校では、県86.7％、全国

86.1％に比して94.1％、昨年度が87.3％なので、

うれしいです、大変喜んでいるところです。こ

ういった子供たちの意欲を受け止めながら、今

後とも研修や指導、助言等を通して学校と一緒

に研究を深めていく所存ですので、また応援の

ほうもよろしくお願いします。 

○内谷邦彦議長 14番、梅津善之議員。 

○１４番 梅津善之議員 子供たちの受け止め方

も非常にいいということでございますので、併

せて学力もひとしくついてきていただけると、

ありがたいなと思っております。 

 変わりゆく教育というか、子供たちの最適な

学びということに特化しながら、自分たちがし

ていくんだという、学んでいくんだという姿勢

を子供たちに促しながら、教室づくりをしてい

く先生方の姿というか、すごく大変なんだろう

なということを思ったところでございます。先

生も悩みながら進んでいることと思いますし、
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人生、悩まない人はいないわけで、いろんな面

で悩みながら進んでいかなければならない中で、

自分は自分としての答えを出していくというよ

うなことを子供たち自身が思っていかなきゃい

けないというような姿を、先生が引き出してあ

げなきゃいけないというような教育の仕方だと

思います。生き生きと子供たちが学ぶ姿を目に

するに、なかなかいいものだなと思って見てい

たところでございます。 

 それにつけても、先生方が、今のＩＣＴの活

用であったり、個別最適な学びをそれぞれがい

ろんな形で勉強しながらやっていくというよう

なところについては、先生方の負担も相当であ

るんではなかろうかと想像するわけです。得意

な先生もいれば、そうでない先生もいると思う

ので、その辺について先生方がどのような考え

でいるのか、先生方の指導力の発揮というのは、

どのようにして学んでいくというか、先ほども

永遠に、それは子供が違えば、皆さんそのとお

りに、先生方も、その子その子に寄り添っての

教育が最適だということを見いだしていかなけ

ればいけない教育が相当大変だと私自身は思っ

ておりますし、そのことについて教育長がどの

ように思っていらっしゃるか、お考えをお聞き

したいと思います。 

○内谷邦彦議長 土屋正人教育長。 

○土屋正人教育長 ありがとうございます。本当

大変だと私も感じております。特にベテランの

先生、ＩＣＴについて得手なわけではない先生

が多いのですけども、うまくそこは、若手のＩ

ＣＴが得意な先生と一緒にチームを組みつつ、

かつ教材の深さというのは、やはりベテランの

先生にかなうわけはないので、その部分をうま

くコラボしながら、今チームとして研修を深め

ているなと思っております。先日、長井小学校

でも研究会がありましたが、これは完全なＩＣ

Ｔを駆使した今の求めている授業もありますの

で、ぜひそのようなときも機会があれば、ご覧

いただければありがたいなと思います。 

 実際に、授業準備から、それからＩＣＴを効

果的に活用した授業づくり、さらに、学びを保

障するための授業の在り方、教材の研究、一人

一人の見取り、そういったもの、それから授業

の準備、こういったものに非常に多くの時間が

必要とされています。一方でですが、今、働き

方改革ということで長時間労働も問題になって

いますけども、この中のせめぎ合いで何か先生

方って非常にはざまに立って苦しんでいるのも

実情です。 

 先生方の負担ですけども、例えば小学校です

が、まず、数年前から、外国語、英語の授業が

増えました。一人で10教科教えなきゃいけない

わけです。さらに、こういったものも含めて、

ＩＣＴとか情報モラルですとか、学校に求めら

れるものが年々年々多くなっていると。その中

で、しっかりと時間を取って子供たちに向けて

授業準備に向けて学習準備の時間を保障すると

いうのは非常に大事だと思いますし、これが、

まず働き方改革の一番大事なところだと思いま

す。 

 そういう意味では、先ほどちょっとお話しし

ましたが、働き方改革というのは、教職員の働

きやすさ、働きがい、これを両立して自分の授

業の指導力を磨く、そして、さらに、人間性や

創造性を高めて、子供たちに効果的に教育活動

を行うことができることが肝になっております。

そういう意味で、これは、ぜひ地域の皆さん、

保護者の皆さんともお話ししなきゃいけないの

は、先ほどの非常に大きな授業の準備等々のた

めに、先生が先生でなければできない業務、こ

れに専念できるようにするというのが働き方改

革の一番の趣旨です。そういう意味で、今年度、

９月、文部科学省からも、このようなことでの

業務の見直し等が３分類ということで示されて

いるところです。 

 その中で、学校以外が担うべき業務です。こ
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れで、例えば登下校の通学路における日常的な

見守り、これは熊等の対応とか様々ここもある

んですが、それから地域学校協働活動の関係者

との連絡調整、そういったものがあります。さ

らに、教師以外が積極的に参加してほしい業務

ということで、例えば学校のプールですとか、

体育館の使用設備の管理ですとか、校内清掃で

すとか、そういうものもあります。さらに、教

師の業務だけれども、負担軽減を何とかお願い

したいということで、例えば学校行事の準備、

それから運営、伊佐沢小学校では地区と一緒に

やっています。これは非常に大事な提言だと思

います。そのようなこと、それから支援が必要

な子供たち、家庭への対応等々が挙げられます。 

 これらについては、学校運営協議会、そして

将来的にはスクールコミュニティーの推進とい

うことから、それぞれの立場で子供を伸ばす、

そんな地域ができればいいなと私も考えており

ますので、より一層のご理解と、それからご支

援をお願いいたします。 

○内谷邦彦議長 14番、梅津善之議員。 

○１４番 梅津善之議員 先生方も悩みながら、

いろんなことを調整しながら子供たちと向き合

っている姿を、ぜひ管理職であったり、教育長

も含めてサポートしていただければと思ってお

りますので、今後ともよろしくお願いしたいと

思います。 

 今、振り返ると、私、子供の頃から体育だけ

は得意だったんだけど、その次に、ふっと思い

出すと、外掃除というのがあったんですよね。

一番得意なのは、どぶさらい、誰よりも早く一

輪車を持ってきて、それを当時の担任の先生に

褒められたことがあります。３人で、誰よりも

早いなって。今もって、そのどぶさらい、川は

らいを中心に努力しながら頑張っておりますの

で、ぜひ子供たちに、いろんな機会や得意なこ

とを伸ばせていただけるような、それぞれの子

供たちの思いに寄り添った教育を今後とも進め

ていただければと思いますので、どうぞよろし

くお願いします。 

 以上で私の質問を終わります。ありがとうご

ざいました。 

○内谷邦彦議長 以上で一般質問は全部終了いた

しました。 
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○内谷邦彦議長 本日はこれをもって散会いたし

ます。 

 ご協力ありがとうございました。 

 

 

    午後 １時５０分 散会 

 


